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城戸幡太郎先生著作・論文目録
一一城戸幡太郎先生卒寿記念一一

Bibliography of Emeritas professor Mantaro Kido 

(OOl]r聯想、及び想像の民族的研究一一主としてト筆発達の方面より観たる考察一一J Ir心

理研究』第六号第一ニ巻第ニ冊(1917)

(002)r既干日『心理叢書』に対する疑問及び、批評J Ir心理研究』第六八号一二巻第二冊(1917)

(003)r心理学に訟ける民族的研究の方法について一一聯想及び想像の民族的研究，その2

r心理研究』第七一号第一二巻第五冊((1917) 

(004)r私の簸問及び批評に対する御教示を謝す一一桑田芳蔵氏「城戸君の批評に答ふJに

対して一一一J Ii心浬研究』第七二号第十二巻第六冊((1917) 

(0 0 5)石川謙共著「教科及び教科書の品等より観たる徳川時代の教育の態度(上)JIr心理

研究』第七ニ号第十二巻第六冊((1917) 

(0 0 6)石川謙共著「教科及び教科書の品等より観たる徳川時代における教育の態度(ニ)J

『心理研究』第七三号第一部，第七回号第一三巻第二冊((1917) 

(007)r労力と体力との関係に関する研究の方法についてJ Ir心理研究』第七五号，第一コ

巻第三冊((1918) 

(008)r村瀬氏によりて遣されたる研究問題JIr心理研究』第七五号，第一二巻第三冊， (1918 

年)

(0 0 9)石川i謙共著「教科及び教科書の品等より観たる徳川時代に妙ける教育の態度(三)

r心理研究』第八三号，第一六巻第五冊 (1918年)

(010)r児童の神に対する態度の発達J Ir児童研究所紀要』第三巻(1918年)

(Oll)r児童の考えた男女の意味とその発達J Ir児童研究所紀要』第三巻(1919年)

(0 1 2) 松本亦太郎，増田惟茂共著『書き方の分析的研究~ (心理叢書第8，9， 10) (心環

学研究会， 1919年)

(013)r文化の改造と心理学J Ii心理研究』第一00号，第一七巻第四冊 (1920年)

(014)r一般能力の仮定についてJ (ー)Ir哲学雑誌』第三五巻，第四O一号(1920年)

(015)rト筆の超源聯想の形式J Ir心理研究』第一O三号，第一八巻第一冊(1920年)
(016)r一般能力の仮定についてJ (ニ) (完結)Ir哲学雑誌』第三五巻，第四O二号， (1920 

年)

(Ol7)rト筆の起原聯想の形式J Ir心理研究』第一O四号，第一八巻第二冊((1920年)

(018)rトーテミズム成立の条件について一一ト箆の超原と聯想の形式J(その三)Ir心理研

究』第一O五号，第一八巻第三冊 (1920年)
(019)rトーテミズム成立の条件について一一ト霊の起原と聯想の形式一一J(その四)， Ir心

理研究』第一O六号，第一八巻第四冊(1920年)
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(0 2 0 J (訳書) wナトルプ・心理学概要.!I (大村論文叢書第13編) (大村書鹿， 1921年)

(021]'トーテミズム成立の条件について(完)一一ト箆の起原及び聯想の形式 J (そ

の五)w心理研究』第一O九号，第一九巻第一冊(1921年)

(022J'教育の対象としての女性J W心理研究』第一一四号，第一九巻第六冊(1921年)

(023J'教育の対象としての女性J W心理研究』第一一五号，第二O巻第一冊(1921年)

(024J'精神検査に拾ける能力評舗の標準についてJ W心理研究』第一ニ四号，第二一巻第

四冊(1922年)

(025J'女神と子産神との信仰についてJ W心理研究』第一二七号，第二二巻第一冊， (1922 

年)

(026J'女神と子産神との信仰についてJ (承前) W心理研究』第一二八号，第二ニ巻第こ冊

(1922年)

(027]'ラッセル氏の心理学説を評ずJ W哲学雑誌』第四二八号，第三七巻 (1922年)

(028J'政治家と草花との品等J W心理研究』第一三一号，第二三巻第一冊(1922年)

(029J'ライプチッヒ消息J W心理研究』第一三三号，第二三巻第二冊(1923年)

(030J'ベルリンの応用心理学会J W心理研究』第一三四号，第二三巻第二冊(1923年)

(031]'ライプチッヒ大学心理学研究室のクリスマスJ W心理研究』第一三六号，第二三巻

第四冊(1923年)

(032J'ライプチッヒの心理学会と現代独逸心理学の傾向J W日本心理学雑誌』第三号，第

一巻第三冊(1923年)

(033J'心理学的認識の原理J W哲学雑誌』第四五回号，第三九巻(1924年11丹)

(034J'表現的心理学の方法についてJ W日本心理学雑誌』第九号，第三巻第一冊(1925年)

(035J'新カント学派としてのパウノレ・ナトルプの心理学についてJ W日本心理学雑誌』第

-0号，第三巻第二冊(1925年)

(036J'麗史的現実性と心理学J W思想』第四三号， (1925年)

(037] W文化と個性と教育.!I (文教書院， 1925年)

(038J W心理学の問題.!I (岩波書癌， 1926年)

(039J'形態心理学の形態J W心理研究』第一巻第一輯(1926年)

(040J'リヴア…ズ F心理学と政治.!IJ W心理学研究』第一巻第ニ・三輯(1926年)

(041]'社舎学的認識に除ける説明と理解と批判J W社舎学雑誌』第二十八競(1926年)

(042J'色及び音の調和に対する感情の現はれ方J W心理学研究』一巻第四輯 (1926年)

(043J'松本亦太郎 f智能心理学.!IJ W心理学研究』第一巻第五輯(1926年)

(044J'三木清 fパスカルに拾ける人間の研究.!IJ W心理学研究』第一巻第五輯(1926年)

(045J'オイケンの哲学と現代の心理学及び教育学J W心理学研究』第一巻第五輯(1926年)

(046J'児童に胎ける特殊なる智能の構造J W心理学研究』第一巻第六輯(1926年)

(047]'楢崎浅太部『心理学概論一巻.!IJ W心理学研究』第一巻第六輯(1926年)

(048]'精神と人間と文化一一器開君の批評に答ふ一一JIr心理学研究』第ニ巻第一輯， (1927 

年)

(049J'知覚に訟ける形態の表象と関係の判断J W心理学研究』第二巻第二輯(1927年)

(050J'圏語の文字的表現と苦声的表現J W心理学研究』第二巻第三輯(1927年)

(051]'知覚の構造と其の法則性についてJ H心理学研究』第二巻第五輯(1927年)
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(052)f心理学と時期の問題(J-V olkelt，M.Sturt) J W心理学研究』第二巻第五輯 (1927年)

(053)f婦人職業の社会的意味JW心理学研究』第ニ巻第六輯 (1927年)

(054) fロシアの民族性に関する研究JW心理学研究』第二巻第六輯(1927年)

93 

(0 5 5)山下俊郎・波多野完治共著「ロシアの哲学及び心理学J W心理学研究』第二巻第一輯

(1927年)

(056) fウチッツ『性格学~J W心理学研究』第二巻第一輯(1927年)

(05，7)fベーン『教育学的認識批判』JF心理学研究』第二巻第一輯(1927年)

(058)f朱君毅F現代中国人物之地理教育与職業的分布~JW心理学研究』第ニ巻第一輯 (1927 

年)

(0 5 9)回辺元，黒田亮，横山松三三部，高木貞二，増田惟茂共編「シンポジューム・感覚の

概念に就いてJW心理学研究』第ニ巻第三輯(1927年)

(060) f増田惟茂氏著『実験心理学序説』を読みてJr心理学研究』第二巻第三輯(1927年)

(061)f批評の静，答辞の解JIF心濠学研究』第ニ巻第四輯(1927年)

(062) fパウムガルデン『民族の職業適性心『心理学研究』第二巻第六輯(1927年)

(063) fブーゼマン『発達的律動の表現としての子供の雷語~J IF心理学研究』第三巻第一輯

(1928年)

(064) f芸補静態と人間形態JIF思想』第八O号(1928年)

(065) f思考心理学とt世界観の心理学JIF心理学研究』第三巻第三輯 (1928年)
(066) f神と命(古代日本民族の言霊信仰について)JIF心理学研究』第三巻第五輯 (1928年)

(067) f逝けるマクス・シエーラーと来るべき心理学の問題J W心理学研究』第三巻第五輯

(1928年)

(068) f実践的判断と疑惑的方法一一カント倫理学についての一省祭一一Js"哲学雑誌』第

四三巻第五00号(1928年)

(069) f心理学的実験としての共同発生法J(昌本心理学会第1@1大会報告、 1928年4丹7

日発表) 要旨， B本心理学会編『心埋学論文集 1~ (岩波書店， 1928年)

(070)W子供と国語~ (日本両親再教育協会編，子供研究講鹿第5巻) (先進社， 1929年)

(071)fマドンナの芸術に表現された宗教意識の分析Js"心理学研究』第匝巻第一輯(1929

年)

(072)f間違えた『心理学史』と取違へた『現代の心理学~J s"心理学研究』第四巻第一輯(1929

年)

(073)f国語学に訟ける右翼小児病Js"心理学研究』第四巻第一輯(1929年)

(074)fブレンターノ学派の感清論と国語の副詞についてJW心理学研究』第四巻第胆輯(1929

年)

(075)f国語の表現と神話の解釈一一日本神話に斡ける唯物史観的世界観の表現一一JW心

理学研究』第四巻第五輯(1929年)

(076)f土田杏村氏の『臨文学の哲学的研究』についてJW心理学研究』第阻巻第五輯，(1929

年)

(077)fチザルツ F精神科学としての文学史~J IF心理学研究』第四巻第五輯(1929年)

(078)fデンプ『業と憎としての世界史・一つの比較文化哲学μ 『心理学研究』第四巻第五

輯(1929年)
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(079) rスリクタ_r北米的産業における労働者政策の変遷J r心理学研究』第四巻第六輯

(1929年)

(080) rソロキン及びチンメルマンf農民の政治的態度.JJJ r心理学研究』第四巻第六輯(1929

年)

(081)r産業と心理学の合理化J r心理学研究』第四巻第六輯(1929年)

(082)r形態説と表現説J (日本心理学会第2自大会発表， 1929年4月4日，松京都帝国大

学)要雪，日本心理学会編『心理学論文集2.JJ(岩渡書店， 1929年)

(083) r日本語の原始形態J (日本心壊学会第2田大会発表， 1929年4月58，飴京都帝国

大学)要旨，日本心理学会編 r心理学論文集2.JJ(岩披書店， (1929年)

(084) r古代日本人の世界観・日本の言語と神話.JJ(岩波書癌， 1930年)

[0 8 5)故今井露共著 r数型についての実験的研究J r心理学研究』第五巻第一輯(1930年)

(086) r土田氏の答弁に対する編輯者としての弁解J r心理学研究』第五巻第一輯(1930年)

(0 8 7)波多野完治共著「裁縫技能と評価能力一一和洋女子専門学校よりの労作 J Ii心理

学研究』第五巻第二輯(1930年)

(088) r芸術的理解力のmentaltestと趣味的判断力のmentaltestJ Ii心理学研究』第五

巻第二輯(1930年)

(0 8 9)波多野完治共著「裁縫技能と評舗能力……和洋女子専門学校よりの労作一 r心理

学研究』第五巻第盟輯(1930年)

(090) r形態心理学の誤謬J Ii哲学雑誌』第四五巻第五二三号， (1930年)

(091)r京城帝国大学法文学会編集 f哲学論文集』を読みてJ Ii心理学研究』第五巻第六輯

(1930年)

(092) r心理学概説J (岩渡書r;5， 1931年)

(093) l'哲学的人間学J (岩波講瀧哲学第8 体系的研究1)(岩波書店， 1931年)

(094) Ii脅語と教育J (岩波講産教育科学第16冊)(岩波番底， 1931年)

(095) r大学と教育Ji'岩波講座教育科学第20冊J (岩波書店， 1931年)

(096) r社会的教育学J Ii岩波講塵教育科学第20冊J (岩波書底1931年)

(097) r或る形態心理学者の誤解JIi哲学雑誌』第四六巻第五二七号(1931年)

(098) rライグベルト『表現心理学と実践教育学.JJJ Ii心理学研究』第六巻第一輯(1931年)

(099) rピーターゼン r教育的性格学の基本問題JJIi心理学研究』第六巻第一輯(1931年)

(100) rボーベルタッハ『筆蹟学は信頼されるか.JJJ Ii心理学研究』第六巻第一輯(1931年)

( 1 0 1)松本金寿共著「小学校児意に拾ける助詞の表現の発達」東京高等師範学校心理学教

室編 r教育心理研究』第六巻第三号(1931年)

(1 0 2)松本金寿共著「小学校児章に斡ける助調表現の発達J Ii教育心理研究』第六巻第五号

(1931年)

( 1 0 3)松本金寿共著「小学校児童に於ける助詞表現の発達J Ii教育心理研究』第六巻第六号

(1931年)

(104) r表現と技巧一一正木君の批評に答ふ一一J Ii心理学研究』第六巻第四輯(1931年)

(105) r児童諾の表現形態についてJ Ii教育心理研究』第六巻第九考(1931年)

(106) r児童語の表現形態についてJ Ii教脊心理研究』第六巻第十号(1931年)

(107)r独逸におけるニ，三の『教育科学論』についてJ Ii岩波講座教育科学』月報付録 r教
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育』第一号 0931年)

(108J r仮名遣の歴史主義と実用主義についてJ W岩波講鹿教育科学』月報付録『教資』第

0931年)

(109J r表現の意識と精神的動作・日本心理学史の序胎を奏する一つのラプソディ…」松本

亦太郎博士在職25年記念『心理学及芸術の研究』上巻(改造社， 1931年)

(110Jr刺戟の構造と表現の性格J (日本心理学会第3回大会発表， 1931年4月38，診東

京帝国大学)要旨，日本心理学会編『心理軸論文集3~ (岩波書店， 1931年)

(llIJ Ir現代心理学の主要問題~ (同文書院， 1932年)

(1 1 2 J波多野完治共著「知識と技能J W教育心理研究』第七巻第五号 0932年)

(l13Jr平間伴一氏編 r国字国語問題文献目録』を読みてJ W岩波講座教育科学』月報附録

f教育』第一 0932年)

(ll4]rブレンターノの文化心理学より観たるマルキシズムとファシズムとの哲学J W心現

学研究』第七巻第六輯 0932年)

(115Jr日本思想と生活心理学」法政大学日本精神史学会編 r日本精神史論纂』第一巻(岩

波書窟， 1932年)

(1 1 6 J湾国慶輔共著「形容詞の変味変化についてJ法政大学日本精神史学会編『日本精神

史論纂』第一巻(岩波書!吉， 1932年)

(l l 7] W表現学序説~ (国語科学講座第9) (明治書院， 1933年)

(118Jr新叫、学国語読本』の批判一一新小学国語読本巻ーを読みてJ W教育』第一巻第一

号 (1933年)

(l19Jr教育景観態J W教育』第一巻第三号 (1933年)

(120Jrナチスのために罷免されたアウグスト・メッサー教授の教育学についてJ W教育』

第一巻第四号 0933年)

(12IJr仮名遣誤記調査J W教育』第一巻第六号 0933年)

(122Jr故増田惟茂博士の生涯と学説一一ー学説の発展について-J W心理学研究』第八巻

第五輯 0933年)

(1 2 3 J 沢田慶輔共著「感性的形~詞に表現された生活感情の意味J (日本心理学会第4聞大

会発表， 1933年4月19日，加東北帝国大学 )要皆，日本心理学会編 r心理学論文

集4~ (岩波書脂， 1933年)

( 1 2 4 J井原正男共著「言語の教育的環境に就いてJ (日本心理学会第4副大会発表， 1933年

年4月18日，fj合東北市国大学 )要旨，日本心理学会編『心理学論文集れ(岩波書

鹿， 1933年)

(125Jr国語の表現法と国民性J 日本文化研究会編『日本精神研究第一輯日本精神論~ (東

洋書院， 1934年)

(126Jr表現の心理学J (ー) W心理学研究』第九巻第一輯 0934年)

(1 2 7]井原正男共著「形態知覚の時間構造一一表現の心理学(ニ)JIr心理学研究』第九巻

第三輯 (1934年)

(l28Jr雷語表現における意味の融通性と限定性J W松本亦太郎博士古稀記念論文集~ Ir心理

学研究』第九巻第五，六合輯 0934年)

(l29Jr改蔀尋常小学修身寄を読みてJ Ir教育』第二巻第三号 0934年)
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Cl30)r私学経営問題シンポジウム一一教育なき学校J 11教育』第二巻第八号(1934年)
Cl 3 1]1I国語表現学~ (賢文館， 1935年)

cl 3 2)松本金寿共著「我が罷における心浬学関係の文献蒐録についてJ 11心理学研究』第一

0巻第一輯(1935年)

(1 3 3)井原正男共著「混色過程の分析J (一) 11心理学研究』第一O巻第五・六合輯(第一

0周年記念号) (1935年)

(134)r児童研究の歴史と問題J 11教育』第三巻第四号 (1935年)

Cl35)r政権と教権J 11教育』第三巻第五号(1935年)
Cl36)r大石氏の考察法についてJ If'教育』第三巻第六号(1935年)
(137)r形象と技術J If'教育』第三巻第六号 (1935年)

(138)r美術政策と美術教育J If'教育』第三巻第七号(1935年)

(I39)r意識の律動学と成形学についてJ(日本心理学会第5回大会発表， 1935年4月18，

方合東京文理科大学)要皆、日本心理学会編 f心理学編文集5~ (岩波書店， 1935年)

(I 4 0)乾孝共著「害指学の実験的研究J (日本心理学会第5会大会発表， 1935年月日記載な

し，松東京文理科大学)要旨，日本心理学会編『心理学論文集5~ (岩波書癌， 1935 

年)

(1 4 1 F教育者としての増田博士JIf'増田博士謝患 最近心理学論文集~ (岩波書庖， 1935年)

(142)r国語に表現された自本人の色彩感覚」法政大学日本精神史学会編f日本精神史論纂』

第二巻(岩波書店， 1935年)

(1 4 3)共編 f教育学辞典』全5巻(岩波書脂， 1936年)

(144) 1f'心理学史，上~ (現代哲学金集第8巻) (日本評論社， 1936年)

(145)r国語表現学J If'岩波講座国語教育第 2 巻国語教育の学的機構~ (岩波書庖， 1936年)

(1 4 6)篠田綾子共著「色彩の表現関について 表現の心理学(三)--J  If'心理学研究』

第一一巻第二輯(1936年)

(1 4 7)弁顕正男共著「言語の表現と解釈とについて一一表現の心理学(四)一一一J If'心理学

研究』第一一巻第五輯(1936年)

(148)r保栂養成所の問題J If'教育』第四巻第三号(1936年)

(149)r日本応用心理学大会の開催に就てJ If'教育』第四巻第五号 (1936年)

(150)f第六九議会における平生文相の答弁についてJ If'教育』第四巻第六号(1936年)

(I51]r教育と映画J IF教育』第四巻第一一号(1936年)

(152)f児童文化と放送教育J IF教育』第四巻第一二号(1936年)

(153)r教育の科学的方法について」東京高等師範学校附属小学校初等教育研究

会編『教育研究』第四四回号(1936年)

(1 5 4) r師範学校の改叢案についてJ If'教育』第五巻第五競(1937年5月)

(1 5 5)吉田正男共著「嘆覚における様相通有性についてj心理学研究』第一ニ巻第二輯(1937

年)

(156)r源氏物語における性格表現の問題J 11文学』第五巻第一O号(1937年)
(157}r我等侍をなすべきかJ If'保育問題研究』第一巻第一号 (1937年)

(158)rプレーベルとオ…ウェンJ IF保育問題研究』第一巻第二号(1937年)

(159)r教育史の研究法J IF教育』第五巻第一号(1937年)
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(160) r教育改革運動の桜本義J s"教育』第五巻第二号(1937年)

(161)r教育的年令の問題J s"教育』第五巻第三号 (1937年)

(162) r中学校の改革案についてJ s"教育』第五巻第四号(1937年)

(163) r教育立地論J s"教育』第五巻第六号 (1937年)

(164) r克童学と精神発達理論J s"教育』第五巻第八号 (1937年)

(165) r社会教育の系統化J s"教育』第五巻第九号(1937年)

(166) r生活学校巡礼J s"教育』第五巻-0号(1937年)

(167)r日本語学振興委員会は伺をなすべきかJ s"教育』第五巻第一二号(1937年)
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(168)r二つの現象形態について・精神物理学の問題を中心としてJIr速水博士還暦記念心

理学哲学論文集J (岩波書届， 1937年)

(1 6 9)井原正男，乾孝共著「混色過程の分析J (日本心理学会第6回大会発表， 1937年8月

24自，胎京城帝国大学)要旨，日本心理学会編『心理学論文集6J (岩波書癌， 1938 

年)

(170)'生活技術としての国語J s"文学』第六巻第一号(1938年)

(171)r保婦は子供に何を求むべきかJ s"保育問題研究』第ニ巻第ニ，三号 (1938年)

(1 7 2)乾孝共著「混色過程の分析J (ニ)s"心理学研究』第一三巻第一輯 (1938年)

(173)'子供は保婦に伺を求めているかJ s"保育問題研究』第二巻第四号 (1938年)

(174)r農繁期託児所の問題J s"保育問題研究』第二巻第八号(1938年)

(175)'利用の教育J IF保育問題研究』第二巻第九号 (1938年)

(176)r保婦と教養J s"保育問題研究』第二巻第一0号(1938年)

(177)r国民教育と幼児教育 幼稚留と託児所との開題一一一J s"保育問題研究』第二巻第

(1938年)

(178)1F保育問題講座保育学総論(ー)Js"保育問題研究』第二巻第一二号(1938年)

(179)r幼児生活の形態化とラジオJ s"保育問題研究』第二巻第一二号 (1938年)

(180)r児童の逆文字についてJ s"心理学研究』第一三巻第六輯(1938年)

(181)r文化政策と外国語教育J Ir教育』第六巻第二号(1938年)) 

(182)r青年学校教育義務制実施案要綱についてJ s"教育s第六巻第七号 (1938年)

(183)r教育の寿命J Ir教育』第六巻第八号(1938年)

(184)r大学の自治についてJ s"教育』第六巻九号(1938年)

( 1 8 5) rlr賂傍のお』と F績方教室.JlJ Ir教育』第六巻第九号(1938年)

(186)r文化と生活様式」第六巻第一O号(1938年)

(187)r師範学校改善案についてJ第六巻第一二号(1938年)

(188) s"幼児教育論J (賢文館， 1939年)

(189) Ir生活技術と教育文牝.Jl(賢文館， 1939年)

(190) r保育問題講座保育学総論(ニ)JIr保育問題研究』第三巻第一号(1939年)

(191)r保育問題講座保育学総論(三)Js"保育問題研究』第三巻第二号(1939年)

(192)'保育問題講鹿幼児の言語教育J Ir保育問題研究』第三巻第七号(1939年)

(193)'形態心理学の問題J Ir中央公論』第五四年第四号，第六一九号(1939年)

(194)r意識の律動性に関する失権J Ir心理学研究』第一四巻第特輯 (1939年)

CI 9 5 J井原法潤共著「視覚空間と視覚時間との関係についてJ Ir心理学研究』第一回巻特輯
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(1939年)

( 1 9 6)大山茂生共著「児童の立体的成形のー研究J W心理学研究』第一四巻第四，五輯(1939

年)

( 1 9 7)井原法洞共著「或る犯行少年の行動分析と性格変化に関する一研究J W心理学研究』

第一回巻第四，五輯(1939年)

(198)r研究の跡をかえりみて，我等の反省すべきこと JW保育問題研究』第三巻第九号(1939

年)

(199) r文化新様式の創造J r思想』こO九号(1939年)

(200) r新東亜教育と東亜共同体J r教育』第七巻第一号(1939年)

(201)r幼児教育と国民教育J r教育』第七巻第二号(1939年)

(202)r遊具と子供の社会生活J r教育』第七巻第二号(1939年)

(203) r教科書問題の検討J r教育』第七巻第三号(1939年)

(204) r児童文化政策J W教育』第七巻第五号(1939年)

(205) r阿部重孝教授と日本の教育科学J r教育』第七巻第七号 (1939年)

(206) r国民教育と教育科学運動J r教育』第七巻第一O号(1939年)

(2 0 7) r民生教育の立場から~ (西村書店， 1940年)

(2 0 8) 共編『石井亮一全集~ 3巻(石井亮一全集刊行会， 1940年)

(2 0 9 F進学指導に対する心理学的考査の方法についてJ心理学研究』第一五巻第一輯(1940
年)

(2 1 0)井原法潤共著「或る反抗少女の行動分析と性格変化J r心理学研究』第一五巻第一輯

(1940年)

~2 1 1) r幼児教育の本質と保婦の使命J r 保育問題研究』第四巻第一号(1940年)

(212)r国民学校と綜合教授J W教育』第八巻第三号(1940年)

(213)r新体制の思想原理J r教育』第八巻第一O号(1940年)

(214)r世界観と人間像J W教育』第九巻第九号(1941年)

(215)r生活科学と生活教育J W教育』第九巻第一0号(1941年)

(216)r愚前と女子教育J r教育』第九巻第一一号(1941年)

(217)r綜合切符と生活の錬成J W中央公論』第五七年第三号(六五五号) (1942年)

(218)r国土計画と教育政策J r教育』第一O巻第一号(1942年)

(219)r東亜の新秩序と宗教政策J r教育』第一0巻第三号(1942年)

(220) r鍵民運動と生活科学運動J Ir教育』第一O巻第五号(1942年)

(221)r社会教賓の計画化J r教育』第一一巻第三号(1943年)

(2 2 2) 吋教育~ -0年を顧みてJ r教育』第一一巻第四号(1943年)

(223)r戦ふ朝鮮の教育(上)Jr教育』第一一巻第一一号(1943年)

(224)r戦ふ朝鮮の教育(下)Jr教育』第一一巻第一ニ号(1943年)

(225)r動員計画と大学問題J r教育』 ( (1944年)

と臼本の教育」大日本教育会編集『政治教育ノfンフレット~ (第一輯) (印

(2 2 6)刷局， 1945年12丹)

(227)r新しい児童文化運動の展開J東京児童文化連盟『児童文化研究.lJJ (1946年7月)

(228)r初等教育の将来J r季刊新児童文化』復刊第一冊(中央出版) (1946年8月)
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(229)i国家的教育研究調査機構一 地方教育研究所設置の必要-J IF文部時報~ (1946年9

月)

(230)i新日本の建設と職業教育J IF職業指導』第十九巻第九，十月合併号(1946年10月)

(231)i青年学校の問題J IF黄蜂~ 3号(1946年10月)

(232) 1F生活技術と教育文化~ (万里閣， 1946年)

(233) i民主国家と勤労精神J í撃歩~ 1947年新年号

(234) IF民主教育のありかた~ (社会社， 1947年6月)
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(235)i教育の科学的研究J IF教育科学』創刊号(教育科学研究会，同学社) (1947年7月)

(236) 1F精神科学的人間像~ (前田出版社， 1947年)

(237)i新制高等学校の実施についてJ IF教育』第3号(世界評論社) (1948年4丹号)

(238) i日本の教育は如情なる道をとるべきかJ IF思想、の科学~ VOL， 3， No.4 (1948年4月

(239)i提案教員養成と大学教育に関するシンポジウムJ IF教育』第4号(1948年5月号)

(240)i児童生活と言語教育J IF児童心理~ 1948年8丹号

(241)i民主主義と児童観J IF季刊新児童文イh第三冊(国民図書刊行会) (1948年10月)
(242) 1F教育科学的論説~ (世界社， 1948年)

(243)i日本に捨ける PTA運動の意義J IF生活学校』第三巻第三号(1948年)

(244) iPTAに寄せる言葉-PTAと教育委員会J IFPTA~ 第 4 号(1948年)

(245)i教育地理学の問題J IF社会地理』第七号(1948年)

(246) i日本人の言語意識J IF知識人』第一巻第一号(1948年)

(247)i関口泰提案『公務員法改正と教員組合』批判J IF教育』第10号(1948年)

(248)i大学教育の問題J IF理想、』第一八七号(1948年)

[249Ji教育心理学と職業教育の問題J逓信省電務局電話諜『寵話叢欝』第四号(日東出版

社， 1949年3月)

(250)i矯正保護と再犯防止J犯罪予防更正協会『太陽』創刊号(1949年8月)

(25 1)1F新教育と調聴覚教育~ (百本映画教育協会， 1949年11丹)

(252)i教科としての職業指導J IF職業指導』第二二巻第一号(1949年)

(2 5 3)金子孫一，宮原誠一共著「新教育と PTA(鼎談)J IFPTA~ 

年)

(254)i日本カリキュラムJ IF教育』第一二号 (1949年)

(255)i民主主義教育論J IF創造』第四号(1949年)

(256)r研究活動と生産教育J IF教育建設』第三三号(1949年)

(257) i文化関家としての日本の教育政策J IF教育公論』第四巻第八号(1949年)

(258)i生活カリキュラムとガイダンスの問題J IF教育技術』第四巻第八号(1949年)

(259)i教育的性格の問題J IF人間科学』第四号(1949年)

(260) IF現代心理学・その問題史的考察~ (評論社， 1950年2月)

(261)i北大教育学部の構想J IF北揮教育評議.1VOL， 3， No. 7， 1950年10月

(262) IF幼児の教育~ (福村書店， 1950年)

(263) IF 自ヱドのカリキュラム~ (評論社， 1950年)

(2 6 4)共編 r生産教育の技術む(小学館， 1950年)

(1949 
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(265) r映画教育夢想、曲JWキネマ旬報』第七三号(1950年)

(266) r私の映顕評JW映画教室』第四巻第一号 (1950年)

(267)r私の映画評JW映画教室』第四巻第三号 (1950年)

(268) r教育におけるテストの意義JW見童心理』第四巻第三号 (1950年)

(2 6 9) rv功刈こ読むべきかJW図書教育』第二巻第三号(1950年)

(270)r生産教育の意義JW教育科学』第三O号(1950年)

(271)r適応教育の限界JW児童心理と精神衛生』第一巻第一号 (1950年)

(272) r生産による教育の改造JW教育技構』第五巻第四号(1950年)

(273) r新しい時代と児童の道鯨JW見童心理』第四巻第八号(1950年)

(274)r民主主義と道徳教育JW六・三教室主』第四巻第八号 (1950年)

(275)r三つの提案から一一シンポジューム『学力の問題JJW教育学研究』第一八巻第五号

(1950年)

(276)r学校と産業JW技術と社会J(1951年12月)

(2 7 7)共編 r体系教育心理学辞典J(岩崎書底， 1951年)

(2 7 8) W現代児童文化講座』上巻，羽仁説子監修(双竜社， 1951年)

(2 7 9)監修 r新教育研究原語辞典J(文民教育協会， 1951年)

(2 8 0・〕高木貞二共編『実験心理学提要』全3巻， (岩波書!吉， 1951年)

(281)r生産教育と消費者教育JW家娃科教予言』第二五巻第一号(1951年)

(282) r社会教育における職業教育JW社会教育』第六巻第二号(1951年)

(283) r日本経済の自立と職業指導JW職業指導』第二回巻第二号(1951年)

(284) r道徳教育の方法JW六・三教室』第五巻第二号(1951年)

じ28 5) r校内放送のありかたJW放送教育』第五巻第一六号(1951年)

(286) r近代における直観教育の進歩JW教育技術』第六巻第四号(1951年)

依田新共著「正木正・続背懐共編『教育心理学実習 調査統計』を推薦す(書評)J

(287) W教育醤書ニュース』第二O号(1951年)

(288) r自信をもって当れ一一自立日本の教育をきく JW教育技術』第六巻第八号(1951年)

(289) r私の構想一一北海道開発計画と視聴覚教育一一JW視聴覚教育』第五巻第七号(1951

年)

(2 9 0)大田発対談「教育科学運動・これまでこれからJW教育』第一号(1951年)

(2 9 1)森昭共著「民主的教育と能力別学級編成JW見童心理』第五巻第一一号(1951年)

(292) r義務教育終了時における学力の識査J文部省講査普及局統計課編 r教育統計』第11

(1951年11月号)

(293) r義務教育終了時における学力の調査(2)JW教育統計』第12号， (1952年1月)

(294) r独立と新教育の理念」金子書房編集部編『新日本の教育建設J(金子書房， 1952年

1丹)

(295) r生産教育のありかたJW信濃教育J1952年5丹号

(296) r今後における日本教育のあり方j 細谷恒夫編『日本教育の基本的課題J(向学社，

1952年S月)

(297) r日本教育の課題JW教育評論J1952年6月臨時特集号

(298) r社会性を発達させるJW母のひろばJ 102号(1952年11丹)
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(299) f(座談会)これからの社会に生きていくにはどれだけのまたどのような言語能力が

必要かJ 11"言語生活』第四号(1952年)

(300) f中学校のカリキュラムと職業指導J 11"中学教育技術』第一巻第一O号(1952年)

(30IJf産業教育振興法の実施に当ってJ 11"文部時報』第八九三号(1952年)

(302) f独立後における日本教育J 11"教育技術』第七巻第三号(1952年)

(303) f高校家庭科の振興策(ー)J11"家庭科教育』第二六巻第八号(1952年)

(3 0 4)山本普共著「理科学力テストにおける北海道の特殊性J 11"北海道大学教育学部紀要』

第一巻(1953年3月)

(305) f教育学部と教育心理学J 11"教育心理.!V 0 L， 1， No. 1 (1953年)

(306) f世界をつなぐ教育J 11"新しい学校』第五巻第一号(1953年)

(307) f生産教育の岐路J 11"職業指導』第二六巻第一号(1953年)

(308) f教育学の前進J 11"教育技補』第七巻第一一号(1953年)

(309) f教異論J 11"教育技術』第八巻第二号 (1953年)

(310)f学力の問題J 11"教育心理学研究』第一巻第一号(1953年)

(311]f教師の研究活動の推進J 11"初等教育資料』第三七号(1953年)

(312)f無駄のない教育J 11"由民』第 626号(1953年)

(313)f選抜考査法の問題J 11"児童心理』第七巻第一二号(1953年)

(314)f生産教育の課題J 11"職業教育.!1954年12月

(315)f就学年令の問題一ーなぜ、六才を就学年令としたかJ II"!A童心環』第八巻第三号(1954

年)

(316)f教育設階における高等学校の地位の研究(ー)J11"北海道大学教育学部紀要』第二号

(1954年)

(317)f社会教育のありかたJ 11"社会教育』第九巻第六号(1954年)

(318)f日本社会の発展と人材の養成J 11"文部時報』第九二七号(1954年)

(319)f教育の権利と義務J 11"放送教育』第九巻第七号(1954年)

(3 2 0)高倉新一郎共編『自で見る北海道史.! (北方民生協会， 1955年)

(32IJf日本の臨土開発と教育開発J 11"教育技術』第九巻第一四号 (1955年)

(322) f学校図書館人に望むJ 11"学校図書館』第五一号(1955年)

(323) f一九五五年の視聴覚教育界に望むJ 11"視聴覚教育』第九巻第一号 (1955年)

(324) f教育段階における高等学校の地位の研究J (ニ)11"北海道大学教育学部紀要』第三号

(1955年)

(325)f教育の中立性ということ J 11"思想』第三七回号(1955年)

(326) f僻地の学校と生活教材J 11"新しい教材』第三巻第八号(1955年)

(327) fシンポジアム教育心理学の夜り方一一調和への試みJ続有恒編著 fシンポジアム環

代の教育心理学.! (国土社， 1956年4月)

(328) f現代の児童文化」波多野完治編『兇叢文化.! (城戸幡太郎還暦記念第4巻) (国土社，

1956年7月)

(329) f生活教予言への要望」龍山京編 r生活教育.! (城戸幡太郎還罵記念第1巻) (毘土社、

1956年6丹)

(330) f児童の福祉と教育」三木安正編f児童開題.! (城戸!幡太郎還鰐記念第5巻) (国土社，
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1956年8月)

(33IJr教育科学の理念と操作」宗像誠也編 f教育科学~ (城戸橋太郎選麿記念第7巻) (撞

土社， 1956年12丹)

(332) r生産教育計画の構想、」宮原誠一編『生産教育~ (城戸幡太郎還震記念第2巻) (国土

社， 1956年)

(333) r子供の生活の貧しさをどうするかJ Ir婦人公論』第41第 1号(1956年)

(334) r教育段階における高等学校の地位の研究(三)JIr北海道大学教育学部紀要』第四号

(1956年)

(335) rアジア民族主義と社会建設J Ir世界週報』第三七巻第四二号(1956年)

(336) r文化政策と社会教育J Ir社会教育』第一一巻第一O号(1956年)

(337) rソ連及中国における教育政策の動向J Ir教育学研究』 (1956年)

(338) rアジアの文化交流と視聴覚教育J Ir揖聴覚教育』第一O巻第一一号(1956年)

(339) rアジアの民族主義と言語教育の問題J Irことばの教育』第一九巻第一号(1956年)

(340) r児童研究と実験学校」依田新編F児童心理~ (城戸幡太郎選麿記念第6巻) (国土社，

1957年)

(34IJr総合技術教育についてJ Ir数学教室~ N o. 32 (1957年)

(342) r教育政策と教育計画」三井透編『教育計画~ (城戸1幡太郎還暦記念第3巻) (国土社，

1957年4月)

(343) r大学のカリキュラム改造一一一般教育と専門教育の関係を問題として一一」大学慕

準協会創立十周年記念論文編纂委員会嬬『新制大学の諸問題~ (1957年)

(344) r学力謂査から学校調査へJ Ir学校経営』第二巻第三号(1957年)

(345) rアジア・アフリカの開発と日本の教脊J Ir教育』第七四号(1957年)

(346) r普通教育における総合技術教育の問題J Ir職業指導』第三O巻第一O号(1957年)

(347) r(座談会)技術革新とこれからの教育J Ir教育技術』第一ニ巻第八号(1957年)

(348) r人間教育の心理学的基礎J Ir児童心理』第一一巻第一O号(1957年)

(349) r教具とは何かJ Ir教育』第八O号(1957年11月号)

(350) Ir心理学と教育~ (罷土社， 1958年9丹)

(35IJr心理学における三つの存在命題についてJ (日本心理学会第22自大会発表， 1958年

7月 齢慶応義塾大学)要旨 r日本心理学会第22巻大会発表論文集~ (1958年)

(352) r比較教育学の方法論」鈴木輯英編『比較教育~ (城戸幡太郎遠藤記念第8巻)国土

社， 1958年6丹)

(3 5 3)共編『共立講座世界の教育』全10巻， (共立出版， 1958年~1960年)

(354) r映画教育の思い出J Ir視聴覚教育』第一ニ巻第二号(1958年)

(355) r一九五八年に期待するものJ Ir教育』第85号， 1958年3丹号

(3 5 6 F科学技術教育の振興と中等学校産業教育の在り方JIr職業指導』第三一巻第一号(1958
年)

(3 5 7) rlr戦前の教科研運動史』によせるJ Ir教育』第八六号， 1958年4月号

(358) r教師はどんな役割をになっているかJ Ir教育技術』第一三巻第一号(1958年)

(359) r教師と言語政策 第九四全日本ローマ字教育研究協議会の指導講話J Irことばの

教育』第二O巻第一一号 (1958年)
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(360) ，(産談会)科学技術教予言をめぐってJ rr文部時報』第九七四号 (1958年)

(361)'(産談会)暗い谷聞の頃の保母と子どもと研究者=昭和6，7年から第二次世界大

戦まで=J rr保育の友J 1959年S月号

(362) ，視聴覚教育の教材研究についてJ rr視聴覚教育ニュースJNo.457臨時増刊(1959年

6月)

(363) ，教育研究のありかたJ rr北海道教脊J 1959.oct. No. 8 

(3 6 4)三宅和夫共著「社会科教育における学業不振児の問題一一各教科教育法に関する教

育心理学的研究V一一J rr教育心理学研究』第6巻第4号(1959年)

(365) ，(シンポジウム提案)教科の教育心理学的研究の問題と方法J rr教育心環学研究』第

6巻第3号(1959年)

(366) ，文化心理学の方法論一一意味の座標転換についてωー-J rr中央大学大学部紀要』哲

学科第六号(1959年)

(367) ，比較教育学から見た自本の教育問題」中央大学教育学研究会『教育学論集』第一集

(1959年)

(368) ，未来のアジアと日本の教育J rr教育』第 100号(1959年5月号)

(369) ，アジア・アフリカの教育問題J rrアジア・アフリカの窓』第3号(1960年4月)

「心理学における意味の鹿標転換J(日本心理学会第24田大会発表， 1960年7月17日，

(3 7 0)於東京大学)要旨 rr日本心理学会第24回大会発表論文集J (1960年6月)

(371)'比較教育学のありかたJ rr教育学研究』第二七巻第一号(1960年)

(372) ，学備行政の民主化を一一学術会議会員となってJ rr教育』第 111号 (1960年2月号)

(373) ，撹聴覚教育と視聴覚教材J rr教育調査』第39母(1960年)

(374) ，マスメディアの教育的体制化についてJ rr新しい教材J (1960年2月)

(375) ，科学教育と道徳教育J rr教育技術J 1960年3月号

(376) ，技術教育のあり方J rr教育技構J 1960年4月

(377) ，教育における作文の使命J rr教育技術J1960年7月号

(378) ，日本教育計画論J rr学校経営J 1960年9月号

(379) ，世界における宮本の教育一一一主として教育政策の商か

(1960年間月号)

(380) ，青少年の文化指導J rr丹刊社会教育』第五巻第二号(1961年)

『世界の教育講座』

(381) ，教育心理学における文化の問題J rr教育心理学研究』第九巻第一号(1961年)

(3 8 2) Origin of japanese psychology and its development. 

psychologia， V oL. 4. N o. 1 1961 

(383) ，日本教育学会学力調査研究委員会報告J rr教育学研究』第二八巻第三号(1961年)

(384) ，問題はここにある一一一視聴覚教育の基本的な問題をめぐって一一J rr視聴覚教育』

(1961年3月号)

(385) ，行動の価値体系についてJ (日本心理学会第25回大会発表， 1961年8月2日，訟早

稲田大学)要宮 rr日本心理学会第25回大会発表論文集J (1961年7月)

(386) ，大学の使命J rr理想』第三三五号(1961年)

(387) ，学力ということ」自本教職員組合教育文化部lrI学力」と文部省調査の問題点一中

学校全毘一斉学力調査反対資料第一部一一J (日付なし，推定， 1961年)
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(388) ，生活形成としての教育J原田賞博士古稀記念教育学論文集編集委員会発行・編集『教

育学論文集・人間形成の明日J (1961年11月)

(389)'これからの教育研究のありかた一一一臨床教育学の研究を提唱する一一JW教育技術』

(3 9 0) 1962年1月

(391)'教育と創造性J W児童心理J 1962年2丹号

(392) ，社会教脊におけるテレビの役艶J W社会教育』第一七巻第三号(1962年)

(393) ，大学一般教育の組織と内容J Ii教育学研究』第二九巻第一号(1962年)

(394) ，学力とは何かJ W教育評論J1962年4月号

(395) ，教育研究の体制と学会のありかたJ W教育』第一四六号(1962年8丹号)

(396) ，科学者の創造性開発のための境界諸科学の統合J W日本の科学と技術J 1962年8月

号

(397) ，人文社会科学振興と人間科学の問題J W教育学研究』第二九巻第四号(1962年)

(398) ，学問の研究態勢と教科の指導組織」北梅道民間教育団体連絡協議会編 F現代教育の

実践課題J (発行年月不詳，推定1960年代前半)

(399) W教育原理論J (国土社， 1963年)

(400) ，教育心理学における交叉文化の問題J (日本教育心理学会第4回総会発表， 1962年

8月 齢東北大学)要旨「教育心理学年報』第2集(1963年3丹)

(401)'指導目標の設定とそれへのアプローチのしかた一一人づくり政策と対決する学校の

教育計画一一一J W北海教育評論』臨時増刊(1963年6丹)

(402) ，大学入試制度の問題点一一一般論-J W教育学研究』第30著書第2号(1963年6月)

シンポジウム「現代教育と創造性の開発J (城戸播太部，時実利彦，井手則雄，恵国

彰，細谷f愛犬，司会波多野完治， 1963年7月15呂)城戸先生古稀祝賀記念実行委員

会編『現代教育と創造性の開発一一城戸幡太郎先生古稀記念会の記録J(1964年8丹)

(403) ，社会科の役割J Ii北縄選社会科のひろば』第2号(1963年12月)

(404) ，経験主義の哲学から教育主義の哲学へ」上部薫編『教育哲学の新生J (警察明書房，

1964年12月)

(4 0 5)城戸幡太部，砂沢喜代次対談「新しい教授学の成立をめざしてj 砂沢喜代次編 f講

鹿授業研究』別巻(明治図書， 1964年)

(406) ，白本心理学史考一一第二次大戦の終るまで一-J W東洋大学社会学部紀要』第4号

(1964年)

(4 0 7)，教科としての教育心理学の研究法についてーーとくに教育の研究と教員の養成を問

題として-J Ii教育心理学研究』第12巻第4号(1964年)

(408) ，青少年と根性J W厚生.!l1965年3月

(409) ，創造的人間と創造的社会J (日本教育心環学会第7回総会発表， 1965年10丹98，

方合東京学芸大学)要旨 W日本教育心理学会第7回総会発表論文集J (1965年10月)

(410)'現代と教師J W教育』第 191号(1966年l丹

(411)'児童憲章への期待と反省J Ii月干目指社.!l49巻5号(1966年)

(412)'就学と進学についてJ Wいとし児.!l1966年10丹

(413)'幼児教育の本賞J W保管問題研究.!lN o. 136， (1967年I月)

(414) ，精薄と能力J W精神薄弱児研究J 1967年5丹号



城戸i幡太郎先生著作・論文自録 105 

(4 1 5)城戸幡太郎，砂沢喜代次対談「教育における認識と実践の統一J砂沢喜代次編『講

座子どもの思考構造』第V巻(明治図書， 1967年6月)

(416)f序文J 正木正著 f教育的叡知~ (金子書房， 1967年10月)

(417)f児童の発達と社会の発達J r教育』第 222号 (1968年6月号)

(418)f大学における視聴覚教育J r大学視聴覚教育研究~ 7， (1968年6月)

(419)f精神薄弱児の判別J r精神薄弱児研究~ 1968年11月号

(420) f補えかけた火を吹きおこす疫寒かな」山田清人著f教育科学運動史~ (国土社， 1968 

年11丹)

(42 1) r心理学問題史~ (岩波書底， 1968年12月)

(4 2 2) 編著『現代教育研究 6 ，教育課程の構造~ (日本標準テスト研究会， 1969年1丹)

(423) r高等教膏の教育課程一一大学のカリキュラムー一一」城戸幡太郎編集主任『現代教育

研究 6 ，教育課程の構造~ (日本標準テスト研究会， 1969年l月)

(424) r幼児教育の役割J r基督教保育』第 266号 (1969年1月)

(425) r大学と教養J r教育』第 235号(1969年5月号)

(426) rテレビと教育J r放送教育~ 1969年5月

(427) r勝田教青学の生成・発展J r教育』第 240号(1969年10月号)

(428) r大学と視聴覚教育J r視聴覚教育~ 1969年11月号

(429) r六・三・三制教育と幼児教育の重要性J r保育J 1969年12月号

(430) r子どもを知るJ r保育カリキュラム~ 1969年12丹号

(431)r説明的文章の読み方J rI)G言研国語JNo. 23 (1970年1月)

(432) r社会と子ども J r教官』第 248考(1970年5月号)

(433)r児童憲章の現代的意義J r月刊福祉~ 54巻5号(1970年S丹)

(434) r 日本の教育計画~ (喜寿祝賀記念出版) (国土社， 1970年7月)

(435) If文化心理学の探究~ (喜寿祝賀記念出版) (悶土社， 1970年8月)

(436) r宗像誠也と教育科学運動J r教育』第 251号(1970年8月号)

(437) f現代文化と日本の心理学J (日本心理学会第34会大会シンポジウム「日本心理学会

の回顧と展望J提案， 1970年8月288，方合東北大学)要旨『日本心理学会第34会大

会発表論文集~ (1971年)

(438) r平和と民主主義の教育のために一一一宗像誠也 その人と業績一一J r国民教育~ 5 

号(1970年)

(439) r大学と視聴覚教育J r視聴覚教膏』第24巻第9号 275号(1970年9丹)

(440)r新しい人関像を」城戸橋太郎，金沢嘉市，平湯一仁編『強い子を育てる一一アンチ・

スパルタ教育.!l (子どもの文化研究所， 1970年10月)

(441)f学習への用意J r保育の手帖.!l1970年11月号

(442) r幼児の生活環境と教育環境J r保育の手帖~ 1971年3月

(443) r社会福祉研究法J r北星論集~ 8号(1971年3丹)

(4 4 4)城戸i幡太郎，砂沢喜代次編『教育科学の探究.!l (明治図書， 1971年3丹)

(445) r現代社会の教育要求J，r教育実践と教育科学」城戸!播太部，砂沢喜代次編『教育科

学の探究~ (明治図書， 1971年3丹)

(446) r戦後教育改革の起点J r望星~ 1971年7月号
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(447)r初等普通教育の漂念を問い返すJ，rレディネスの形成をJ，r教師を中心とする教育

環境の整備を」城戸幡太郎，金沢嘉市，八杉龍一，平井信義，乾孝共著『保育者へ

の一つの指針~ (プレーベル館， 1971年7月)

(448)r心埋・教育学」朝日新聞社編 fわが道 III~ (朝日新開社， 1971年7月)

(449) r教育改革の理念J Ir教管』第 266号(1971年8月増刊号)

(4 5 0) rlr教育』二O周年記念によせるJ Ir教育』第 269号(1971年11月号)

(451) r<城戸幡太郎先生にきく〉一般教育の理念についてJ (1971年)再録，塘尾輝久他著

f教育と人簡をめぐる対話~ (新日本出版社， 1977年)

(452) r真理と平租を希求する人間にJ Ir子どもの文化~ No. 24 (1972年1月号)

(453) r個別化と個性化J Ir撹聴覚教育~ V oL.26， N o. 1， (1972年1月号)

(454) rヒューマニズムに立脚した文化創造J Ir子どもの文イI::;~ N o. 25 (1972年2月号)

(455) r私が歩んだ、精薄教育の道J Ir精神薄弱克研究~ 161号(1972年2丹号)

(456) r戦後民主教育のめざしたものJ Ir労働法律匂報~ 806号(1972年4月上旬号)

(457) r体育の遊技的性格J Ir新体育~ V oL.42， N 0， 4 (1972年4月号)

(458) r哲学から教育学へ一一心理学を環として一一一J Ir科学と思想、~ No. 4， (1972年4月

(459)r教育工学のあり方一一教育科学と教育工学一一J Ir視聴覚教育~ V oL.26. N o. 4， 

(1972年4月

(460) r(インタビュー)人とことぱ・城戸幡太郎J Ir言語生活~ No. 248， (1972年5丹号)

(461)r能力とは伺か一一一心理学・教育の立場から一一J Ir教育評論~ 1972年7月号

(462) r保育問題研究の反省と希望J Ir季刊保育問題研究~ 40号 (1972年8月)

(463)rヒューマニズムを基盤とした文化の創造J Ir子どもの文化~No. 31(1972年8月号)

(464) r視聴覚教育と紙芝居」堀尾青史，稲庭桂子編『紙芝居・創造と教育性~ (童心社，

1972年11月)

(465) r子どもの発達と文化J Ir子どもの文11::;~ N o. 34 (1972年11月号)

(466) r人間科学としての心理学」明星大学心理学研究室編『現代心理学論集一一安倍三郎

先生古稀記念論文集一一~ (明星大学心理学研究室， 1972年)

(467) rく心理・教育研究七O年(1)教育研究にいきつくまで、J Ir教育』第 285号(1973年

1月

(468) r<心浬・教育研究七O年(2 )ドイツでの研究をひきさげてJ Ir教育』第 286号 (1973

年2月号)

(469) r幼児に何をどう教えるか」一番ヶ瀬渓子編 r保育一元化の原理一一子どもの全面発

達をめざして一一~ (動車書房， 1973年3丹)

(470) r<心理・教育研究七O年(3 )言語教育への関心J Ir教育』第 288号(1973年4月号)

(471)r<心理・教育研究七O年(4 )教育科学研究運動の出発J Ir教育』第 289号(1973年

5丹号)

(472)r<心理・教育研究七O年(5 )教育改革をめざしてJ Ir教育』第 291号(1973年7月

号)

(473)r教育と研究J Ir学士会会報~ 1973 -IH， N o. 720. (1973年7月)

(474) r生きた教育を発見して一一わたしはなぜ正則高校の校長になったげか一-J正期学
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院教職員組合編『高校生活~ (労働旬報社， 1973年7月)

(475) rく心理・教育研究七O年(6 )教育内容研究の発展J IF教育』第 292号(1973年8月

号)

(476)r<心理・教育研究七O年(7)戦時体制のなかでJ IF教育』第 294号(1973年10月号)

(47 7) r序文」続有恒選集刊行委員会編『教脊心理学の探究~ (金子議麗， 1973年10月)

(478)r教育課程の自主編成をめざしてJ IF正則の教育~ 17号(1973年10月)

(479) rく心理・教育研究七O年(8) r眠られぬ夜も明け初める鉄の窓J IF教育』第 295号

(1973年11月号)

(480)r<心理・教育研究七O年(9) r新教育を創り出す動き J IF教育』第 298号， (1974年

1月号)

(481)r教育科学研究の展望のもとにJ IF教育~ No. 301. (1974年4月

(482) r学校の役害uと教育課程の編成J IF国民教育~ 21号(1974年8丹号)

(483) r私学の存在意義と教育課程の創造J IF正期の教育~ 18号 (1974年10月)

(484) r書評・罰民教育研究所編 f通信簿と教育評価~J IF国民教育~ 24号(1975年5月)

(485) r日本の学校教育と私学J ß"教育評論~ 1975年6月

(486)r新教育課程編成のためにJ近津経史著 f高校教師J (労働勾報社， 1975年7月)

(4 8 7)域戸幡太郎，海後宗臣，梅摂悟，城丸章夫，再会坂元宏、芳「座談会・今日の教育課

程を考えるJ IF国畏教育J 25号(1975年7月)

(488) r選択毎日についてJ IF教育』第 322号 (1975年11月号)

(4 8 9)城戸i矯太郎，赤堀哲雄，宇野一，大田発，司会浜田陽太郎，原俊之「シンポジウム

大学入試改革の方向をさぐる」日本教育学会編r日本の教育を考える~ (毎日新聞社，

1975年12丹)

(490) r学力と人4合一一楽しい学園を一一一J IF国民教育J27号 (1976年1丹)

(491)r心に残る助苦の数々J IF児童心理J30巻3号(1976年3月)

(492)rいま教資実践・研究に問われているもの一一学力実態調査の結果から一一J IF国民

教脊J29号(1976年7月)

(493)r学力を考える基本的視点J IF由民教育J29号(1976年7月)

(494) r教育基本法制定の精神と現代的意義J IF別冊国民教育①教育基本法J (労働旬報社，

1977年3月)

(495) r留同清男の教育研究と教育運動J IF教資』第 342号(1977年4月号)

(496) r学曹と映像J IF視聴覚教育JV oL.31N o. 7 (1977年7丹号)

(497)r政治を革新し，社会を発展させる教育の力をJ IF国民教育J 34号(1977年11月)

(498)r科学的精神とヒューマニズムJ IF教育』第 351号(1977年11丹増刊号)

(499)r国民的教養の基礎としての学力についてJ IF民研20年のあゆみ~ (労働勾報社， 1977 

年)

(500) r視轄覚教育への反省と期待J IF視聴覚教育JV oL.32N o. 1 (1978年1月号)

(501)r教育科学と教育計画J IF北港道大学教育学部紀要』第31号 (1978年3丹)

(502) r国畏的常識を養う普通教育J IF別冊臨民教育cg新学習指導要韻読本~ (労働旬報社，

1978年8月)

(503) r教育心理学の問題と研究法J (日本教育心理学会総会20周年特別講演， 1978年9月
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3日) ~教育心理学年報~ 18集 (1979年)

(504) r新任教員研修のあり方を考える一一教師による実践のための教育研究を一一J ~現

代教育科学』第 260号(1978年10月号)

(505)~教育科学七十年~ (北海道大学図書刊行会， 1978年10月)

(506) r教育の革新への指導的役割J (宮原誠一氏追悼) l'国民教育~ 38号(1978年11月)

(507) r教材研究の重要性J l'現代教育科学』第 266号(1979年4丹号)

(508) r映像による表現とその理解J l'視聴覚教育~ V oL.33N o. 4， 378号(1979年4月号)

(509)r人類の歴史と児童の権利J l'別問調民教育③子どもの権利~ (労働特報社， 1979年5

月)

(510)r学習能力としての学力の評価について」坂野聾編 f講雄日本の学力 3巻，能力，

学力，人格~ (日本標準， 1979年7月)

(511)r提言:教育学部の将来に望むJ 1979年6月6日l'北海道大学教育学部創設30周年

記念シンポジウムの記録~ (北海道大学教育学部， 1979年7月)

(512)r高校教育の計画的研究についてJ l'教育計闘研究所紀要』創刊号(正尉学院， 1979 

年9月)

(513)r教育目的と指導目標による評価についてJ城戸幡太郎編『講座日本の学力 2巻

教育自標と評価~ (日本標準， 1979年10丹)

(5 1 4) 編著 r講座自本の学力 2 巻，教育目標と評価~ (日本標準， 1979年10丹)

「戦前教科研と文部省研修所でのこと J (山田清人氏追悼) l'国民教育~ 42号， (1979 

[5 1 5)年11月)

r(新春槌想)撹聴覚教育への反省と期待J l'視穂覚教育~ V oL.34. N o. 1， (1980年

(516)1月号)

(517)r日本心理学会創立の壌を省みてJ吉本心理学会編『日本心理学会五十年史〔第一部〕

(金子書房， 1980年2月)

(518)~何のための教育か学校か~ (情報センター出版局， 1980年2月)

(519)r基礎学力の意義と機能J ~菌立教育研究所研究集録』第 1 号(1980年 3 丹)

(520) ~幼児教育への道~ (プレーベル館， 1980年4月)

(521)r梅根君の仕事と意義J ~国民教育~ 45号(1980年7月)

(5 2 2) r学力の偏差とその指導J (初出不詳，推定， 1980年前後)再録，城戸幡太郎著『教

育心理学への反省と期待~ (教育出版， 1981年9丹)

(523) r言語・社会科分野でのテスト J (初出不詳，推定， 1980年前後)再録，城戸幡太郎

著『教育心理学への反省と期待~ (教育出版， 1981年9月)

(524)r学力調査とその教育的意義J ~教育計画研究所紀要』第 2 号(正則学院， 1981年1

月) (初出では教育計画研究所名，再鎌 f教育心理学への反省と期待』では域戸橋太

郎名)

(525)r教科書編成への注文J l'別冊国民教育④教科書問題~ (労働句報社， 1981年7月)

(526) ~教育心理学への反省と期待~ (米寿祝賀記念出版) (教育出版， 1981年9丹)

(527)rわが閤心理学の建設J ~日本の心理学』刊行委員会編 r日本の心理学~ (日本文化学

社， 1982年2月)
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(註)

この著作・論文目録は，現在，鈴木秀一と麗JlI和市が本紐要に発毒しつつある「城戸理論における

学力概念」作成の過程で，作成されたものである。 43号の論文でも， 1 9 5 0年以降の，学力概念

にかかわる著作，論文一覧を掲載したが，その後，城戸先生執筆の論文が，さらに多数見っかり，ま

た，先生の遠藤，八十歳祝賀，米寿を記念して出版された諸著作に附された城戸先生著作毘録には，

論文が収録されていないので，この際，できうる限り完全な城戸先生の御労作の呂録を作成しておき

たいという考えで，本著作・論文毘録を作成したものである。古稀記念の「現代教育と創造性の開発」

に収められた著作呂録の作成の責任者世良正利氏は r菌立盟会臨書館で，現物と照合しながら作成J

された出を述べておられるので，この態度をわれわれも踏襲し，上記の著作目録に洩れているものは，

現物を確かめることに努めた。本自録に収められた著作，論文はしたがって，世良正利，石川春江，

寺内札次郎各氏によって確認されたものと，麓JlI，鈴木によって篠認されたものである。なお減戸先

生の新開や雑誌に寄稿されたエッセイ類は、城戸先生の研究の御発展の傍証ともなりうる珠玉のもの

が多いのであるが、世良氏たちの立場にならって割愛させていただいた。 (1984. 1 .23) 


